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１．地球温暖化の現状

我が国は京都議定書において、CO2等温室効果ガス排出量削減（2012年までに1990年比6%減）を約束しているが、国内のCO2排出量は逆に増加しており、削減義務達成は困難な情勢にある。

その中で建設分野は、施工段階でのCO2排出は全体の1%と少ないものの、建設分野が関わるライフサイクルCO2は全体の約1/2を占めている。

一方、世界の平均気温上昇（100年間4度）、海水準上昇（100年間59cm）が予測され、これに伴う局所的豪雨や渇水、高潮災害の頻発が予測されている。

（読みやすいように空行入れる）

２．地球温暖化に伴う建設分野の問題点
①温暖化緩和策としてCO2排出を抑制する取組が求められている

自動車からの排出が多い
→建設分野の問題としては、自動車依存のインフラ構造
問題点a）都市スプロール化（生活）

問題点b）円滑な交通を妨げるボトルネックや道路渋滞

（コメント含め、課題の整理から問題点抽出までを10行程度にまとめる）
②温暖化適応策として異常気象や海水準上昇に伴う災害等への対処が求められている

建設分野の問題としては、災害対策

a)新規防災インフラへの投資が厳しい

b)集中豪雨が増えると異常出水が増え、堤防等既存防災インフラで対処することが難しくなる

（コメント含め、課題の整理から問題点抽出までを10行程度にまとめる）
（読みやすいように空行入れる）

３．解決策の提案

３－１　CO2排出削減への建設分野の寄与（緩和策）
a)集約型都市構造への転換

①居住エリアに近接して商業・行政サービス施設を集
　約
②自転車・徒歩移動を促すとともに、公共交通施設を整備
③集約することによる効果的な都市緑化
（コメント分２行程度）

b)交通流の円滑化

①物流や通勤・買物等の車による移動に関して、スマートIC等高速道路の弾力的運用を含むTDMとITSにより物流・生活交通流を円滑化
②物流交通については、さらに高規格道路・バイパス整備の推進による物流の円滑化と市街地迂回による生活交通の円滑化

①ボトルネック踏切解消、路上工事縮減等による生活・物流の交通流円滑化
３－２　異常気象に伴う洪水対策（適応策）
a)選択と集中によるハード対策

①事業評価の積極的導入による厳選したハード整備

・透明性の高い費用便益分析法の導入と地域説明
（コメント分２行程度）

b)ハードとソフト対策を織り交ぜた防災・減災対策

②地域住民参加も含めた災害情報の共有と避難システム構築による減災
③ITを活用した災害情報のリアルタイム取得と広報体制
④土地利用規制等の手法による危険地域への住宅立地の抑制

（コメント分４行程度）

（読みやすいように空行入れる）

４．おわりに
（３行程度）


















